
3 ¦ 指数分布 ２０１８年度後期 基礎数学 B2（火曜 4限）

1 �を正の数とするとき，�をパラメータとする指数分布 X とは，確率密度関数が
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であることを知って，f .x/ が確率密度関数になるように c の値を定め，平均 � D E.X/, 標準偏差 � D
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V.X/をそれぞれ求めよ
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2 あるハンバーガー店のドライブスルーでのお客さんの到着間隔 Y（分）は次の確率密度関数で表され

る指数分布に従っているとする．
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a) 平均到着間隔はいくらか.

b) 5分間車が来ない確率を求めよ．ただし e�5=3 � 0:189である．
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